令和７年６月現在
「志摩市介護予防ボランティアポイント制度に関するＱ＆Ａ」

≪登録について≫
Ｑ1-01　今まで施設でボランティアとして活動している人も参加できますか？

Ａ1-01  参加可能です。ただし、ポイント還元（保険料負担軽減の資金に交換）できない条件がありま　　　　す。【介護予防ボランティア登録者別支援内容等一覧表】をご参照下さい。
Ｑ1-02　市内に住所のある64歳の者です。今年の10月1日に誕生日が来て65歳になります。64歳でも、この制度に参加できますか？

Ａ1-02　20歳以上の方であれば参加できます。ポイントもつきます。ただし、65歳以上の方と市が認める介護予防に資する活動をしている方しかポイント還元の対象になりません。この場合、65歳誕生日の前日である9月30日以降のボランティア活動によるポイントが還元の対象になります。

Ｑ1-03　私は市外に住所があるのですが、志摩市内に住所がある友人と一緒に介護予防ボランティア活動をしようと考えています。私にもポイントはつきますか？

Ａ1-03  市内に住所を有する20歳以上の方がボランティア活動の対象者となります。ポイント還元を受けることができるのは、65歳以上の方と市が認める介護予防に資する活動をしている方です。ただし、協賛企業等からの支援サービスを受けることは可能です。

Ｑ1-04  現在65歳です。志摩市に住所があったのですが、来月、市外に住所を移します。ポイントはどうなりますか？

Ａ1-04　転出される日を市役所へご連絡ください。志摩市で転出日を確認し、市内在住の65歳以上の方（志摩市の介護保険第１号被保険者）であった期間に活動された分はポイントがつきます。
Ｑ1-05　65歳以上で養護老人ホームに措置入所している方は、この制度に参加できますか？

Ａ1-05  要介護１～５の認定を受けていない方であれば、介護保険サービスの利用中を除いて参加できます。

Ｑ1-06　要支援２の認定を受けているグループホーム入居者は、この制度に参加できますか？

Ａ1-06 グループホームに入居されている方は、介護保険サービスを24時間利用されていることになるので、参加できません。

Ｑ1-07　特別養護老人ホームに入所している方のご家族の方は、この制度に参加できますか？

Ａ1-07　市内に住所のある65歳以上の方（志摩市の介護保険第１号被保険者）なら参加できます。

【介護予防ボランティア登録者別支援内容等一覧表】
	対象者
	介護保険料の

未納又は滞納
	ポイント付与
	転換交付金の交付
	支援サービス

（協賛企業等）

	市内に住所のある65歳以上の方

（第1号被保険者）
	無
	○
	○
	○

	市内に住所のある65歳以上の方

（第1号被保険者）
	有
	○
	×ではあるが
申出により保険料に充当
	○

	市内に住所のある65歳未満の方で市が認める介護予防支援事業に協力していただいている方
	
	○
	○
	○

	市内に住所のある20～64歳の方
	
	○
	×
	○

	市外に住所のある20歳以上の方
	
	○
	×
	○


※ただし、一部の協賛企業等からの支援サービスについては、そのサービス内容によってはサービス対象にならない方が出る場合があります。
Ｑ1-08　生活保護受給者は、この制度に参加できますか？
Ａ1-08　参加することは可能ですが、ポイント還元で志摩市商品券を付与された時は、管轄部署である生活支援課に収入報告をしてください。
≪活動内容について≫

Ｑ2-01  どのようなボランティア活動が対象となりますか？

Ａ2-01  受入登録のある志摩市内介護保険関連事業所で、次の軽微的活動が主な対象となります。
①レクリエーション活動等の参加者への支援
　　　　②お茶出しや食堂内の配膳・下膳、喫茶等の補助

　　　　③散歩や館内移動の補助

　　　　④模擬店や演芸披露などの手伝い
　　　　⑤話し相手

⑥施設職員と共に行なう軽微かつ補助的な活動（例：清掃、洗濯物の整理、シーツ交換など）
　　　　⑦介護予防に資する支援活動（例：お達者サポーター、サロン支援者等）
　　　　⑧その他（自身の健康増進と介護予防につながる軽微的活動）

　　
Ｑ2-02　他の自治体では、食事の盛り付けも活動の対象にしているところがあります。志摩市でも対象となりますか？対象となる場合、衛生面で問題はありませんか？

Ａ2-02　本市では、食事の盛り付けは対象として考えていません。（食事の盛り付け等は衛生管理上の問題が発生する場合があります）

Ｑ2-03　利用者のために楽器演奏などをした場合は、活動の対象になりますか？

Ａ2-03　本人がただ単に楽しむために演奏しているのではなく、“利用者のために行っている”ということであれば、対象になります。（この場合、演奏している場所に利用者がいることが条件となります）

Ｑ2-04　イベント等に踊りに来てもらうボランティアの場合、活動の対象になるのは、出演時間だけですか？それとも準備から片付けまですべて対象になりますか？

Ａ2-04　準備から片付けまでの時間が対象になります。

Ｑ2-05　事業所の休日に、利用者の家族が職員と一緒にボランティアで事業所内の清掃をしていますが、利用者のいない時間帯でも活動の対象になりますか？

Ａ2-05　対象になります。

Ｑ2-06　外出先（散歩や遠方へ出かける行事など）でのボランティア活動がある場合、ボランティアの方に、現地集合・解散をしてもらうことはできますか？

Ａ2-06　現地集合・解散していただいて構いませんが、ボランティアの方とご相談の上で決めてください。

Ｑ2-07　ボランティアの方を、事業所側で送迎しても問題はないですか？

Ａ2-07　基本的にはボランティアの方々は、自らの車や自転車などで施設に通います。ただし、場合によっては、事業所側の判断で送迎をしていただいても構いません。
Ｑ2-08　何故お達者サポーターは65歳未満でもボランティアポイントをもらえるのですか？
Ａ2-08　お達者サポーターの活動は、介護予防に資する支援活動に関わる活動であるため、ボランティアポイント付与の対象となります。
Ｑ2-09　お達者サポーターではない65歳未満の友人とサロンで活動している。同じ活動をしているのに友人はボランティアポイントはもらえないのですか？
Ａ2-09　高齢者が参加するサロンのスタッフであれば、65歳未満でも介護予防に資する支援活動に関わる活動者であるため、ボランティアポイント付与の対象となります。
Ｑ2-10　不定期にサロンで活動しているが、ポイントはもらえるのですか？
Ａ2-10　不定期であっても、ボランティアポイント付与の対象となります。
Ｑ2-11　お達者サポーターというよりサロンスタッフのような活動だが、ポイントはもらえるのですか？
Ａ2-11　高齢者が参加するサロンのスタッフであれば、介護予防に資する支援活動に関わる活動者であるため、ボランティアポイント付与の対象となります
Ｑ2-12　自分の協力するサロンはポイント登録をしていない。活動してもポイントはもらえないのですか？ポイントをもらうためにはどうすると良いのですか？
Ａ2-12　介護・総合相談支援課に登録されているサロンがポイント付与の対象となります。登録していないサロンであれば、介護・総合相談支援課までお知らせください。
Ｑ2-13　市の主催する研修や講演会に参加してもボランティアポイントはもらえるのですか？
Ａ2-13　研修会や講演会は自己研鑚のためポイント対象となりません。
Ｑ2-14　以前からお達者サポーター活動をしているが、介護予防ボランティアポイント制度の登録を忘れていた。登録したらこれまでの活動もポイントはもらえるのですか？
Ａ2-14　登録後の活動がボランティアポイント付与の対象となります。登録前の活動については、ボランティアポイント付与の対象となりませんのでご了承ください。

Ｑ2-15　お達者サポーター活動を休止・辞退中だが、地区のサロンで活動をしている。ポイントはもらえるのですか？
Ａ2-15　高齢者が参加するサロンのスタッフであれば、介護予防に資する支援活動に関わる活動者であるため、ボランティアポイント付与の対象となります。
Ｑ2-16　サロンではなく地区で集まり健脚運動をしている。(地域介護予防活動活性化事業でない)
同様にスクエアステップで集まっている活動もある。ポイント対象となるのですか？
Ａ2-16　月1回以上の定期的な活動であれば、代表者の方と今後相談して、ポイント対象とするか検討していきたいと考えています。
Ｑ2-17　介護予防に資する支援活動とは、どのような方が対象になるのですか？
Ａ2-17　お達者サポーターといきいきサロンのスタッフが対象となります。ただし、この方々で65歳未満の方が介護保険施設でボランティア活動をした場合はポイント付与されますが、転換交付金としての交換はできません。
Ｑ2-18　1日に時間を変えて別団体の活動があるが、それぞれで押すと１日で８個のスタンプを押すことになるが、よいのですか？
Ａ2-18　1日上限が4ポイントとなります。
Ｑ2-19　30分の活動で1ポイントということであるが、準備や片づけの時間も入れてよいのですか？
Ａ2-19　活動には準備や片づけも必要な場合があるため、ボランティア活動と密接に関係する作業であればポイントの対象として差し支えありません。
Ｑ2-20　上限の100ポイントはいつの期間に貯めるのか？
Ａ2-20　毎年1月から12月という区切りです。
Ｑ2-21　お達者サポーター養成講座を受講していない方が、お達者サポーターと一緒に健脚運動を手伝っているので、ボランティアポイント事業の対象となるのですか？
Ａ2-21　お達者サポーターに所属していなくても、健脚運動のスタッフとして協力していただいている方は、いきいきサロンのスタッフと同様に介護予防に資する支援活動に関わる方に位置づけされるため、ボランティアポイント事業の対象者となります。
≪活動手帳等について≫

Ｑ3-01　介護予防ボランティアの方が手帳を忘れて来られた場合、後日、スタンプを押すことはできますか？

Ａ3-01　前日など、数日前の活動分について、施設側でも実績が確認できる場合であれば、手帳にスタンプを押していただいても構いません。

Ｑ3-02　介護予防ボランティアの方が手帳を紛失され、新しい手帳を再交付してもらった後に、古い手帳が出てきた場合、古い手帳に押印されたスタンプはどうなりますか？

Ａ3-02　古い手帳に押印されているスタンプは、新しい手帳のものと合算することができます。市役所にご連絡いただくようお願いします。

Ｑ3-03　手帳はスタンプが貯まるまで使い続けるのですか？
Ａ3-03　いいえ。手帳は年（1月～12月末）で切り替わります。スタンプが100個たまらなくても、年が変わったら新しい年の手帳をお使いください。新しい年の手帳は、毎年12月頃にご自宅にお送りする予定です。
Ｑ3-04　スタンプが100個（5,000円分）たまっても、ボランティア活動はできるのですか？
Ａ3-04　はい。ポイントには含みませんが、ご自身の介護予防のためにも活動は継続していただくようお願いします。1冊につきスタンプが140個押せるようになっていますので、新しい手帳の交付を市役所で受けてください。

Ｑ3-05　手帳のスタンプ押印ページがいっぱいになったら、新しい手帳をもらえるのですか？
Ａ3-05　はい。基本的に手帳は年間で１人１冊ですが、スタンプがいっぱいになった場合（スタンプを140個貯めた方）は、その手帳を市役所で一度お見せください。市役所職員が確認のうえ、その場で新しい手帳の交付を行います。（2冊目以降の手帳には、これまでのポイント分が記載されます。）
Ｑ3-06　12月まで使用した手帳は、どうするのですか？
Ａ3-06　活動交付金の申請に必要となりますので、それまでご自身で保管してください。手帳を紛失された場合、スタンプを再度押印することはできませんのでご注意ください。 
また1月になったら、ポイント還元のための手続きを行なってください。原則として、毎年1月4日から3月25日頃までの期間内に、前年１年間分（1月1日から12月31日）のポイント転換交付金手続きをしてください。
Ｑ3-07　ボランティアポイント活動手帳の登録番号はいつ教えてもらえるのですか？
Ａ3-07　ボランティアポイント事業活動員登録申請書の提出順に番号付与していきますので、12月頃のボランティアポイント転換交付金案内通知の際にお知らせできます。
Ｑ3-08　手帳はどうすると良いか？
Ａ3-08　紛失しないよう個々に1年間管理してください。
≪ボランティア活動保険について≫

Ｑ4-01　既に他のボランティア活動保険に加入している場合、その保険が適用されますか？

Ａ4-01　志摩市社会福祉協議会のこの制度のためのボランティア活動保険に加入してください。

Ｑ4-02　ボランティア活動保険はいつから適用されますか？

Ａ4-02　加入日の翌日からの適用となりますので、ご注意ください。

Ｑ4-03　ボランティア活動保険は年途中に加入した場合は、月割りとなりますか？
Ａ4-03　活動保険はボランティアご自身での負担となります。また、年（年度）の途中であっても１年分支払っていただくことになります。
Ｑ4-04　今年度はスポーツ安全保険に加入している。ボランティア保険にも加入しないといけないか？
Ａ4-04　この制度は、万一のために、社協のボランティア活動保険への加入を必要条件としています。
スポーツ安全保険と重複しての保険加入となりますがご了承ください。
Ｑ4-05　今年度ボランティア活動保険に入っている。また加入しないといけないのですか？
Ａ4-05　すでにボランティア活動保険へ加入している方については、今年度分の加入は必要ありません。来年度分から保険加入してください。
Ｑ4-06　保険のパンフレットでは対象とならないボランティア活動に「自治会・老人クラブ等」がある。
そこでお達者サポーター活動で関わっている方は対象になるのか？
Ａ4-06　ボランティアポイント制度のボランティア活動であれば、ボランティア活動保険の対象となります。
Ｑ4-07　社会福祉協議会の配食サービスの関係でボランティア活動保険に加入している。次年度も加入予定です。保険加入は必要ですか？
Ａ4-07　同一の活動保険のため、どちらかでご加入ください。
Ｑ4-08　伊勢市社会福祉協議会で保険に加入した。金額は覚えていないが保険加入は必要ですか？
Ａ4-08　伊勢市社会福祉協議会の保険も全国社会福祉協議会共通のボランティア活動保険となりますので、再度保険加入する必要はありません。
Ｑ4-09　サロン活動の保険(1日○人○円)に加入している。保険加入は必要ですか？
Ａ4-09　サロン活動保険は参加者に対する保険なので、スタッフとしてはボランティア活動保険への加入が必要です。
Ｑ4-10　今年度は活動しないので、次年度からの保険加入で良いか？
Ａ4-10　本日ボランティアポイント手帳を持つなら、今年度中に活動の可能性はあるので、今年度も加入してください。
Ｑ4-11　天災タイプの補償を具体的に教えてください。
Ａ4-11　天災タイプは、基本タイプの補償範囲だけではなく、天災（地震・噴火・津波）によるボランティア自身のケガをも補償するプランです。
Ｑ4-12　ボランティア活動保険に加入しているお達者サポーターが、ボランティア受け入れ施設として登録していない場合、保険対象になるのですか？
Ａ4-12　ボランティア受け入れ施設に登録されていない施設であっても、登録されている施設と同様のボランティア活動となるので、保険対象となります。
Ｑ4-13　1月～3月までの活動保険は加入せず、4月分から保険に加入してポイント制度の活動を希望したいのですが？
Ａ4-13　万一のために備えて、原則ボランティア活動保険に加入してください。保険に未加入でケガをした場合等は、何も補償することができません。
≪ボランティア受け入れ団体について≫
Ｑ5-01　ポイントの印鑑の管理は誰がするのですか？サロンなど代表者が変更した場合、登録変更は必要ですか？
Ａ5-01　サロン代表者が中心となり印鑑を管理していただきます。サロンなど代表者が変更となった場合は、介護・総合相談支援課までご連絡ください。
Ｑ5-02　お達者サポーターでもあり、サロンの代表でもある。自分で自分のポイント押印をしてもいいのですか？　第三者に確認したうえで押印してもらうのですか？
Ａ5-02　同じように活動されているお達者サポーターやサロンスタッフが同席していれば、仲間同士で確認してスタンプを押印してください。
Ｑ5-03　活動受け入れ団体の登録状況は？ボランティア登録だけが先行していないか。1月からポイントがつけられるのか？
Ａ5-03　なるべく早く活動対象事業指定申請書を介護保険施設やサロン等から申請していただき、ポイント付与できる活動場所を増やしていきたいと思っています。
Ｑ5-04　活動受け入れ団体はどうすればわかるのか？
Ａ5-04　ホームページ等で活動受入施設一覧表を掲載していきお知らせしていきたいと考えています。
Ｑ5-05　受け入れ団体に手帳を持って行けばポイントはもらえるのですか？
Ａ5-05　活動受入施設一覧を見て自由に行くのではなく、受け入れ団体からスタッフ要請をしていただき、双方間での調整が必要です。
Ｑ5-06　地域の健脚運動で体力測定の協力依頼をする時、誰が依頼するのですか？
お達者サポーターでなく活動代表者(自治会等)が依頼してポイントをつけるのですか？
Ａ5-06　自治会等の活動代表者にポイント付与をしていただくので、市から活動代表者へ今後ポイント管理の依頼に伺います。
≪その他≫

Ｑ6-01　既に登録している介護予防ボランティアが、活動当日に制度未登録の知人を連れてきて一緒に活動に参加した場合、知人の取り扱いはどうなりますか？

Ａ6-01　登録いただいていない方は、当制度の対象外ですので、ボランティア活動の実績に対してスタンプの押印はできません。また、その方がボランティア活動保険に未加入であれば、活動の際に保険が適用されませんのでご注意ください。

Ｑ6-02　ボランティア活動は、複数の事業所でできますか？ 
Ａ6-02　できます。事業所が受入登録してあれば、活動ごとに別の事業所を選ぶことができます。ただし、活動日時等受入については、市役所へ確認してください。
Ｑ6-03　１日に複数の事業所でボランティア活動をした場合、ポイントはどうなりますか？
Ａ6-03　スタンプは30分の活動で1個、1日4個までです。複数の事業所でボランティア活動をした場合にも、1日に押印できるスタンプは4個までです。
Ｑ6-04　在宅高齢者に対するボランティア活動を行なった場合は、ポイントはどうなりますか？
Ａ6-04　今のところ、事業所内もしくは、事業所職員が把握できる場所での活動がボランティアポイントの対象となります。
Ｑ6-05　ポイント還元の申請手続きを行なう時期はいつになりますか？

Ａ6-05　年1回で、時期は1月4日～3月25日頃までになります。既に12月末までにスタンプ100個を貯めた方も、申請は翌年の1月以降となります。
Ｑ6-06　志摩市外に転出した場合もポイント還元の対象になりますか？
Ａ6-06　志摩市内の転居は大丈夫ですが、市外に転出された場合はその日以降は対象となりません。ただし、この場合、志摩市在住の間に活動された分に限ってはポイント還元の対象となります。

　　　　市役所に連絡していただき、ポイント還元は、転出した日から３ヶ月以内に行ってください。

　　　　また、転出により志摩市商品券の還元に支障をきたし、本人が他の還元を希望した場合は、例外的にポイント還元は現金振込対応となります。
Ｑ6-07  ボランティア活動に行く途中や活動先でけがをしたら？ 
Ａ6-07　安心して活動を行っていただくために、万一の事故やけがに備えて、ボランティア活動保険に加入します。事故などが発生した場合は、けがなどの状況を伺い、保険会社に連絡しますので、志摩市役所に速やかにお知らせください。その後、志摩市社会福祉協議会から保険会社へ連絡します。また、スタンプが100個貯まった以降の活動でも、ボランティア活動中であれば保険の対象となります。ボランティア活動の際は、施設に手帳を提示してスタンプの押印を受けてください。
Ｑ6-08　ポイント還元ができない場合はあるのですか？
Ａ6-08　あります。介護保険料の未納または滞納が続いている場合は、ポイント還元ができません。
ただし、ポイント還元の活用申出の時点で、滞納又は未納の滞納がない場合は、還元を受けられるものとします。

Ｑ6-09　ポイント還元を翌年に繰り越しすることは可能ですか？

Ａ6-09　特別な理由（転出、入院、死亡等）を除き、原則として1年度ごと（年間上限は5,000円）で還元可能な最大ポイント数を志摩市商品券に交換していただきます。

＜例１＞59ポイント取得した場合は、2,500円（50ポイント）還元して、残りの9ポイントは翌年に繰り越さず消滅となります。

＜例２＞今年10ポイントと翌年19ポイントの合計29ポイント（1,000円）で還元しても構いません。（ポイント手帳は預からず、必ず本人管理とします。）
＜例３＞転換ポイント2,000円があり、介護保険料未納額1,900円の場合、本人には100円のお釣りがでないことを説明し、介護保険料未納額1,500円を振替、未納残額400円は現金でお支払いしてもらう。（転換ポイントの500円分は商品券としてお渡しします。）
